
番号 指定 作品名称 所用者 員数 時代 所蔵者 展示期間

1 太刀　銘来国光 初代直政(1561～1602) 1口 鎌倉時代後期 当館（井伊家伝来資料）

2 刀　無銘　伝三原 1口 鎌倉時代後期 当館（井伊家伝来資料）

3 朱漆塗蛭巻鞘大小拵 1腰 桃山～江戸時代前期 当館（井伊家伝来資料） 前期（7/24～8/19）

4 刀　無銘　伝長船倫光 3代直澄(1625～76) 1口 南北朝時代 当館（井伊家伝来資料）

5 刀　無銘　伝吉井真則 4代直興(1656～1717) 1口 南北朝時代 当館（井伊家伝来資料）

6 刀　無銘　伝包永 7代直惟(1700～36) 1口 鎌倉時代前～中期 当館（井伊家伝来資料）

7 刀　銘筑後大掾藤原国房 1口 江戸時代前期 当館（井伊家伝来資料）

8 脇指　備州長船永光 1口 室町時代 当館（井伊家伝来資料）

9 刀　銘月山定光 10代直幸(1731～89) 1口 室町時代前期 当館（井伊家伝来資料）

10 黒蝋色塗鞘大小拵・小さ刀拵 11代直中(1766～1831) 1腰 江戸時代中～後期 当館（井伊家伝来資料） 後期（8/21～9/14）

11 重文 太刀　銘国宗（伯耆） 1口 鎌倉時代前～中期 当館（井伊家伝来資料）

12 梅花皮鮫黒研出鞘大小拵 1腰 天保11年（1840） 当館（井伊家伝来資料） 後期（8/21～9/14）

13
刀　銘(表)粟田口一竿子忠綱
　　　　(裏)正徳三年二月吉日

1口 正徳3年(1713) 当館（井伊家伝来資料）

14 脇指　銘長曽祢興里入道乕徹 1口 江戸時代前期 当館（井伊家伝来資料）

15 脇指　銘長曽祢興里入道乕徹 1口 江戸時代前期 当館（井伊家伝来資料）

16 黒蝋色塗鞘大小拵・小さ刀拵 1腰 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料） 前期（7/24～8/19）

17 重文 御代々御指料帳 1冊
文化9年(1812)成立
明治時代増補

当館（彦根藩井伊家文
書）

18 重文 拝領物並御代々道具類帳 1冊 江戸時代後期 当館（彦根藩井伊家文
書）

19 重文 腰物槍長刀類拵書帳 1冊 江戸時代後期 当館（彦根藩井伊家文
書）

20 刀剣押形 6冊 江戸時代後期 当館（井伊家伝来典籍）

13代直弼(1815～60)

12代直亮(1794～1850)

2代直孝(1590～1659)

8代直定(1702～60)

テーマ展「井伊家歴代の指料 ―選ばれた名刀の姿―」展示作品リスト

※展示期間に記載がないものは通期展示
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写 真 解 説 

 

１．太刀　銘来国光　1口（作品リスト№１） 
た ち めいらいくにみつ

刃長 78.2㎝　反り 2.6㎝ 

鎌倉時代後期 

当館蔵（井伊家伝来資料） 

 

　井伊家初代直政(1561～1602)の指料と伝わる太刀。磨り上げられ、制作当初の姿より短くなって
なおまさ さしりょう す

いますが、それでもまだ長身です。厚みもあり、重みを感じさせます。棟に棒樋という重さのバラ
ぼう ひ

ンスを整えるための溝を入れた、中反り※1の姿に、小板目肌※2の鍛え、刃文は沸出来※3の直刃※4にわ
みぞ こ いた め はだ きた にえ すぐ は

ずかに小乱れ※5や足※6を交えます。 
こ みだ

　　来国光は、鎌倉時代後期に山城国(現在の京都府)で活躍した来派の刀工です。同じ来派の国次と
らいくにみつ くにつぐ

 並び、この時期を代表する名工といわれました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【刀身全体の姿】

【刀身部分(物打下方～ 鋒 ）】
ものうち か ほう きっさき

【小板目肌】

【刀身部分（茎～元）】
なかご
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２.朱漆塗蛭巻鞘大小 拵 　1腰　（作品リストNo.3） 
しゅうるしぬりひるまきさやだいしょうこしらえ

 　 全長（大）101.8cm　（小）63.9cm

    桃山～江戸時代前期

    当館蔵（井伊家伝来資料）

 

　井伊家2代直孝（1590～1659）が所用したと伝える大小 拵 。戦場で腰に差す陣 拵 として調え
なおたか だいしょうこしらえ じんごしらえ

たとされます。朱漆塗の鞘に、朱漆塗の鮫皮に黒糸を巻いた柄が組み合わされた鮮やかな一式です。
さめがわ つか

蛭巻とは、補強や装飾を目的に金属の薄い板を螺旋状に巻き付けた形式をいいます。朱と黒の鮮や
ひるまき ら せん

かなコントラスト、変り八角形の大胆な形状の鐔が付くなど、桃山時代の気風を伝えます。 
つば

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．太刀　銘国宗（伯耆）　1口（作品リスト№11） 
た ち めいくにむね ほう き

刃長 79.1㎝　反り 3.0㎝ 

重要文化財 

鎌倉時代前～中期 

当館蔵（井伊家伝来資料） 

 

　井伊家12代直亮(1794～1850)の指 料 の１つとして伝わる太刀。小さな 鋒 を持ち、下方から強く
なおあき さしりょう きっさき

反りがついた長身の太刀で、柄に収める 茎 部分には、「国宗」と銘が切られています。国宗と名乗
つか なかご くにむね

った刀工は複数いたことが分かっており、その中でも著名なのが鎌倉時代に備前 国 （現在の岡山県
び ぜんのくに

 東部）で活躍した備前三郎国宗です。

　本作は、井伊家伝来の腰物帳には備前三郎作と記されていますが、やや粗びた肌合いや高めに作
あら

られた 鎬 ※7は、備前三郎の特徴とは異なり、伯耆国（現在の鳥取県西部）の刀工の作と通じます。
しのぎ ほう き

地は細かい直線が多数入った板目肌で、刃文は、直刃調に細かく溝が入った文様（小乱れ）を表し
いた め はだ すぐ は こ みだ

ます。小 鋒 ※8と腰反り※9という鎌倉時代初期の太刀姿に通じることを鑑みると、本作は備前三郎よ
こ きっさき こし ぞ

りも古い時代に伯耆国で活動していた国宗の作と判じられます。伯耆の国宗作とされる作品は少な

く稀少で、また本作は殆ど磨り上げられておらず、当初の姿をよく残す点で高く評価されています。 

 

【刀身全体の姿】
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４．脇指　銘長曽祢興里 入 道乕徹　1口（作品リスト№14） 
わきざし めいなが そ ね おきさとにゅうどう こ てつ

刃長 50.9㎝　　反り 0.9㎝ 

江戸時代前期 

当館蔵（井伊家伝来資料） 

 

　井伊家13代直弼（1815～60）の指料と伝わる脇指。長曽祢虎徹は明暦から延宝年間(1655～81)に
なおすけ さしりょう わきざし なが そ ね こ てつ めいれき えんぽう

かけて活躍した新刀第一の名工です。その出生には越前・彦根の二説がありますが、越前福井で甲
かっ

冑師となり、明暦初年頃、50歳くらいで江戸に出て刀鍛冶となり上野 忍 岡附近で作刀しました。 
ちゅう し うえ の しのぶがおか

　この作は、銘字の刻み方から寛文4年（1664）頃の作と考えられます。反りが浅く、 鋒 が詰まり
かんぶん きっさき

気味となる江戸時代前期の刀剣の姿で、地鉄は板目肌に地沸※10が良くついています。刃文は腰の開
じ がね じ にえ

いた半円状の互の目※11や尖り刃、葉※12が交じる変化の多い刃文です。 
ぐ め よう

 

 

 

 

 

 

 

【刀身部分(物打下方～鋒）】

【刀身部分（茎～元）】

【刃文と鍛肌】

【刀身全体の姿】
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５．御代々御指 料 帳 　1冊（作品リスト№17） 
おんだいだいおんさしりょうちょう

縦 29.8㎝　横 20.8㎝ 

文化9年(1812)成立　明治時代増補 

重要文化財 

当館蔵（彦根藩井伊家文書） 

 

　近代の井伊家で刀剣管理に用いられていた台帳類の１つ。彦根藩井伊家初代の直政から13代直弼
なおまさ なおすけ

までの13人に、12代直亮の世継ぎであった直元(1809～46)を加えた14人分の所用刀剣（指料）33口
なおあき なおもと さしりょう

とそれに附属する 拵 の詳細を載せています。初代直政や2代直孝など数名分の指料については、後
こしらえ

世に追記されたと考えられるものの、この当主と刀剣の組み合わせは、その後の台帳や刀箱の蓋書
ふたがき

に引き継がれています。 

 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【刀身部分（物打下方～鋒）】

【刀身部分（茎～元）】

【刃文と鍛肌】
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 【用語】

（※1）中反り…刀の反りが刀身の中央付近で強く反っていること。 
なか ぞ

（※2）小板目肌…鍛錬によって地に板目模様の間隔が詰まるように表れていること。 
こ いた め はだ

（※3）沸出来…刃文の中に大きく白く輝く粒子がよく表れている様子。 
にえ で き

（※4）直刃…まっすぐに焼かれた刃文のこと。 
すぐ は

（※5）小乱れ…直刃に細かく入る溝のような模様。 
こ みだ

（※6）足…刃文の縁から刃中に伸びる白い模様。 
あし

（※7）鎬…刃と棟の間にある盛り上がっている筋のこと。 
しのぎ

（※8）小 鋒 …鋒が小さく作られること。平安時代～鎌倉時代前期の刀剣の特徴の一つ。 
こ きっさき

（※9）腰反り…反りが刀剣の中心よりも手元で強くなる姿のこと。平安時代～鎌倉時代前期の刀剣
こし ぞ

 の特徴の一つ。

（※10）地沸…地鉄に現れる細かく白く輝く粒状の模様。 
じ にえ じ がね

（※11）互の目…丸みのある模様が連続して表れている刃文のこと。 
ぐ め

（※12）葉…刃文から離れて刃中にわずかに白けた模様が表れていること。 
よう
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 【参考】

　◎刀剣各部名称 
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